
（増刊 33）東 京 都 公 報令和6年4月1日（月曜日）

�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

３３

告

示

○
東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
の
収
納

委
託
…
…
…（
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
育
成
支
援
課
）…
�

○
保
育
士
登
録
手
数
料
等
の
収
納
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…（
福
祉
局
子
供
・
子
育
て
支
援
部
保
育
支
援
課
）…
�

○
介
護
支
援
専
門
員
登
録
申
請
手
数
料
等
の
徴
収
委
託
…
…

…
…
…
…
…
…（
福
祉
局
高
齢
者
施
策
推
進
部
介
護
保
険
課
）…
�

○
介
護
支
援
専
門
員
再
研
修
受
講
料
の
徴
収
委
託
…
…
…（
同
）…
�

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修
受
講
料
の
徴
収
委
託
…
…（
同
）…
�

○
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新
研
修
受
講
料
の
徴
収
委
託
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
障
害
者
支
援
施
設
等
の
使
用
料
の
徴
収
委
託
…
…

…
…（
福
祉
局
障
害
者
施
策
推
進
部
施
設
サ
ー
ビ
ス
支
援
課
）…
�

○
東
京
都
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
の
使
用
料
の
徴
収
委
託

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
東
村
山
福
祉
園
の
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
委

託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
八
王
子
福
祉
園
の
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
委

託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
千
葉
福
祉
園
の
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
委
託

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
立
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
及
び
手
数
料

の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
立
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
及
び
手
数
料
の

徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
立
東
大
和
療
育
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
及
び
手
数
料

の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
立
東
部
療
育
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
及
び
手
数
料
の

徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
立
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

及
び
手
数
料
の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…（
福
祉
局
障
害
者
施
策
推
進
部
精
神
保
健
医
療
課
）…
�

○
東
京
都
立
多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

及
び
手
数
料
の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
条
例
に
よ
る
使
用
料

及
び
手
数
料
の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…（
保
健
医
療
局
医
療
政
策
部
医
療
政
策
課
）…
�

く
う

○
東
京
都
立
心
身
障
害
者
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
に
よ
る

使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
�

○
東
京
都
多
摩
府
中
保
健
所
に
お
け
る
使
用
料
及
び
手
数
料

の
収
納
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…（
保
健
医
療
局
多
摩
府
中
保
健
所
企
画
調
整
課
）…
�

○
東
京
都
農
業
関
係
試
験
等
手
数
料
条
例
に
よ
る
手
数
料
等

の
徴
収
委
託
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部
調
整
課
）…
	

○
東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
に
よ
る
貸
付
金
償

還
金
の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
同
）…
	

○
東
京
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
条
例
に
よ
る
使
用
料
の
徴
収
委

託
…
…
…
…
…
…（
産
業
労
働
局
雇
用
就
業
部
就
業
推
進
課
）…
�


○
東
京
都
労
政
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

使
用
料
の
徴
収
委
託
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…（
産
業
労
働
局
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
課
）…
�


告

示

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
公
金
事
務

取
扱
者
に
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
名
称
及
び
所
在
地

弁
護
士
法
人
ブ
レ
イ
ン
ハ
ー
ト
法
律
事
務
所

千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
番
一
号

新
国
際
ビ
ル
四
階

二

指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
委
託
し
た
公
金
事
務
に
係
る
歳
入
又

は
歳
出
の
内
容

東
京
都
母
子
及
び
父
子
福
祉
資
金
貸
付
条
例
（
昭
和
三
十
九
年

東
京
都
条
例
第
百
六
十
六
号
）
に
規
定
す
る
東
京
都
母
子
及
び
父

子
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

三

指
定
日

令
和
六
年
四
月
一
日

四

委
託
日

令
和
六
年
四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
二
号

東
京
都
福
祉
局
関
係
手
数
料
条
例
（
令
和
五
年
東
京
都
条
例
第
六

十
七
号
）
別
表
三
の
項
に
規
定
す
る
保
育
士
登
録
手
数
料
、
保
育
士

登
録
証
書
換
交
付
手
数
料
及
び
保
育
士
登
録
証
再
交
付
手
数
料
の
収

納
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二

十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子
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一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

社
会
福
祉
法
人
日
本
保
育
協
会

㈡

所
在
地

千
代
田
区
麴
町
一
丁
目
六
番
地
二

麹
町
一
丁
目

ビ
ル
六
階

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
三
号

東
京
都
福
祉
局
関
係
手
数
料
条
例
（
令
和
五
年
東
京
都
条
例
第
六

十
七
号
）
別
表
二
の
項
に
規
定
す
る
介
護
支
援
専
門
員
登
録
申
請
手

数
料
、
介
護
支
援
専
門
員
証
交
付
手
数
料
、
介
護
支
援
専
門
員
証
有

効
期
間
更
新
手
数
料
、
介
護
支
援
専
門
員
証
書
換
交
付
手
数
料
及
び

介
護
支
援
専
門
員
証
再
交
付
手
数
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令

第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る

改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委

託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
四
号

東
京
都
福
祉
局
関
係
手
数
料
条
例
（
令
和
五
年
東
京
都
条
例
第
六

十
七
号
）
別
表
二
の
項
タ
に
規
定
す
る
介
護
支
援
専
門
員
再
研
修
受

講
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
五
号

東
京
都
福
祉
局
関
係
手
数
料
条
例
（
令
和
五
年
東
京
都
条
例
第
六

十
七
号
）
別
表
二
の
項
レ
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修

受
講
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行

令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

研
究
協
議
会

㈡

所
在
地

千
代
田
区
飯
田
橋
二
丁
目
九
番
三
号

十
階

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
六
号

東
京
都
福
祉
局
関
係
手
数
料
条
例
（
令
和
五
年
東
京
都
条
例
第
六

十
七
号
）
別
表
二
の
項
ソ
に
規
定
す
る
主
任
介
護
支
援
専
門
員
更
新

研
修
受
講
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

研
究
協
議
会

㈡

所
在
地

千
代
田
区
飯
田
橋
二
丁
目
九
番
三
号

十
階

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
七
号

東
京
都
障
害
者
支
援
施
設
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
東

京
都
条
例
第
五
十
二
号
）
別
表
に
規
定
す
る
東
京
都
障
害
者
支
援
施

設
等
に
お
い
て
徴
収
す
る
同
条
例
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
同

条
第
二
項
に
規
定
す
る
使
用
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方

自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十

二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正

前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
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五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し

た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
八
号

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
条
例
第
三

十
九
号
）
別
表
に
規
定
す
る
東
京
都
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
に
お

い
て
徴
収
す
る
同
条
例
第
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
使

用
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
十
九
号

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
条
例
第
三

十
九
号
）
別
表
に
規
定
す
る
東
京
都
東
村
山
福
祉
園
に
お
い
て
診
療

を
受
け
る
者
か
ら
徴
収
す
る
同
条
例
第
四
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま

で
に
規
定
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令

第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る

改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委

託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
大
久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
号

東
京
都
障
害
者
支
援
施
設
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
二
年
東

京
都
条
例
第
五
十
二
号
）
別
表
に
規
定
す
る
東
京
都
八
王
子
福
祉
園

に
お
い
て
診
療
を
受
け
る
者
か
ら
徴
収
す
る
同
条
例
第
六
条
第
一
項

第
一
号
ロ
及
び
第
二
号
、
第
三
項
並
び
に
第
四
項
に
規
定
す
る
使
用

料
及
び
手
数
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第

二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治

法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一

項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す

る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
大
久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
一
号

東
京
都
児
童
福
祉
施
設
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
条
例
第
三

十
九
号
）
別
表
及
び
東
京
都
障
害
者
支
援
施
設
等
に
関
す
る
条
例

（
平
成
二
十
二
年
東
京
都
条
例
第
五
十
二
号
）
別
表
に
規
定
す
る
東

京
都
千
葉
福
祉
園
に
お
い
て
診
療
を
受
け
る
者
か
ら
徴
収
す
る
東
京

都
児
童
福
祉
施
設
条
例
第
四
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
並
び
に
東

京
都
障
害
者
支
援
施
設
等
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
一
項
第
一
号
ロ

及
び
第
二
号
、
第
三
項
並
び
に
第
四
項
に
規
定
す
る
使
用
料
及
び
手

数
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

社
会
福
祉
法
人
東
京
都
社
会
福
祉
事
業
団

㈡

所
在
地

新
宿
区
大
久
保
三
丁
目
十
番
一－

二
〇
一
号

二

委
託
期
間
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令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
二
号

東
京
都
立
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
年
東
京
都
条
例

第
三
十
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
東
京
都
立
北
療
育
医
療
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
に
係
る
事
務

委
託
し
た

相
手
方

委
託
期
間

委
託
時
間

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学

館千
代
田
区
神
田
駿
河

台
四
丁
目
六
番
地

令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二

月
三
十
日
及
び
同
月

三
十
一
日
、
一
月
二

日
及
び
同
月
三
日
を

除
く
。
）

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
三
十
分

（
土
曜
日
に
あ
っ
て

は
、
午
後
零
時
四
十

五
分
）
ま
で

二

城
南
分
園
に
係
る
事
務

委
託
し
た

相
手
方

委
託
期
間

委
託
時
間

株
式
会
社
セ
ノ
ン

新
宿
区
西
新
宿
二
丁

目
一
番
一
号

令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二

月
三
十
日
及
び
同
月

三
十
一
日
、
一
月
二

日
及
び
同
月
三
日
を

除
く
。
）

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
十
五
分

（
土
曜
日
に
あ
っ
て

は
、
午
後
零
時
十
五

分
）
ま
で

三

城
北
分
園
に
係
る
事
務

委
託
し
た

相
手
方

委
託
期
間

委
託
時
間

株
式
会
社
セ
ノ
ン

新
宿
区
西
新
宿
二
丁

目
一
番
一
号

令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

月
曜
日
か
ら
土
曜
日

ま
で
（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二

月
三
十
日
及
び
同
月

三
十
一
日
、
一
月
二

日
及
び
同
月
三
日
を

除
く
。
）

午
前
八
時
四
十
五
分

か
ら
午
後
五
時
四
十

五
分
ま
で
（
土
曜
日

に
あ
っ
て
は
、
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午

後
零
時
三
十
分
ま

で
）

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
三
号

東
京
都
立
療
育
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
条
例
第

二
十
五
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
東
京
都
立
府
中
療
育
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
の

事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

委
託
し
た

相
手
方

委
託
期
間

委
託
時
間

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学

館千
代
田
区
神
田
駿
河

台
四
丁
目
六
番
地

令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二

月
三
十
日
及
び
同
月

三
十
一
日
、
一
月
二

日
及
び
同
月
三
日
を

除
く
。
）

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
四
十
五

分
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
四
号

東
京
都
立
療
育
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
条
例
第

二
十
五
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
東
京
都
立
東
大
和
療
育
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
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よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

社
会
福
祉
法
人
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を

守
る
会

㈡

所
在
地

世
田
谷
区
三
宿
二
丁
目
三
十
番
九
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
五
号

東
京
都
立
療
育
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
条
例
第

二
十
五
号
）
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
東
京
都
立
東
部
療
育
セ
ン

タ
ー
を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収
の

事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二

年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

社
会
福
祉
法
人
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を

守
る
会

㈡

所
在
地

世
田
谷
区
三
宿
二
丁
目
三
十
番
九
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
六
号

東
京
都
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
東
京
都
立
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
年
東
京
都
条
例
第
二
十
七
号
）

第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
東
京
都
立
中
部
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

委
託
し
た

相
手
方

委
託
期
間

委
託
時
間

株
式
会
社
セ
ノ
ン

新
宿
区
西
新
宿
二
丁

目
一
番
一
号

令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
同

月
三
十
一
日
ま
で
、

一
月
二
日
及
び
同
月

三
日
を
除
く
。
）

午
前
八
時
四
十
五
分

か
ら
午
後
五
時
十
五

分
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
七
号

東
京
都
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び
東
京
都
立
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
六
十
年
東
京
都
条
例
第
二
十
七
号
）

第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
東
京
都
立
多
摩
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

委
託
し
た

相
手
方

委
託
期
間

委
託
時
間

株
式
会
社
セ
ラ
ム

愛
知
県
名
古
屋
市
北

区
大
曽
根
一
丁
目
二

十
六
番
二
十
三
号
三

栄
ビ
ル
二
階

令
和
六
年
四
月
一
日

か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
（
国
民
の
祝
日

に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第

百
七
十
八
号
）
に
規

定
す
る
休
日
、
十
二

月
二
十
九
日
か
ら
同

月
三
十
一
日
ま
で
、

一
月
二
日
及
び
同
月

三
日
を
除
く
。
）

午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
八
号

東
京
都
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条

例
第
五
十
三
号
）
第
五
条
に
規
定
す
る
使
用
料
及
び
手
数
料
の
徴
収

の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十

二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日



令和6年4月1日（月曜日）東 京 都 公 報（増刊 33） ６

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
社
団
法
人
東
京
都
医
師
会

㈡

所
在
地

千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
五
番
地

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
十
九
号

く
う

東
京
都
立
心
身
障
害
者
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
九

年
東
京
都
条
例
第
四
十
六
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
使
用
料
及
び
手

数
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
社
団
法
人
東
京
都
歯
科
医
師
会

㈡

所
在
地

千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
一
番
二
十
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
指
定
公
金
事
務

取
扱
者
に
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

指
定
公
金
事
務
取
扱
者
の
名
称
及
び
所
在
地

合
同
会
社
Ｔ
Ｋ
Ａ

杉
並
区
上
荻
二
丁
目
五
番
九
号

二

指
定
公
金
事
務
取
扱
者
に
委
託
し
た
公
金
事
務
に
係
る
歳
入
の

内
容保

健
所
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
東
京
都
条

例
第
百
二
十
八
号
）
別
表
に
規
定
す
る
東
京
都
多
摩
府
中
保
健
所

を
利
用
す
る
者
か
ら
徴
収
す
る
調
理
師
免
許
手
数
料
等
の
収
納
の

事
務
（
手
数
料
等
は
別
表
の
と
お
り
）

三

指
定
日

令
和
六
年
四
月
一
日

四

委
託
日

令
和
六
年
四
月
一
日
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
一
号

東
京
都
農
業
関
係
試
験
等
手
数
料
条
例
（
平
成
十
七
年
東
京
都
条

例
第
七
十
二
号
）
に
規
定
す
る
手
数
料
及
び
農
産
物
等
の
物
品
売
払

代
金
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令

（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
都
農
林
水
産
振
興
財
団

㈡

所
在
地

立
川
市
富
士
見
町
三
丁
目
八
番
一
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
二
号

東
京
都
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都

規
則
第
百
四
十
五
号
）
に
規
定
す
る
貸
付
金
償
還
金
の
徴
収
の
事
務

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年

政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方
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㈠

名
称

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

㈡

所
在
地

千
葉
県
千
葉
市
中
央
区
新
宿
二
丁
目
三
番
八
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
三
号

東
京
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
八
年
東
京
都
条
例
第
六
十

一
号
）
第
七
条
に
規
定
す
る
提
供
施
設
等
の
使
用
料
の
徴
収
の
事
務

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
令
和
六
年
政
令
第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
同
令
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年

政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
委
託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

公
益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団

㈡

所
在
地

千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
十
番
三
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
十
四
号

東
京
都
労
政
会
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八

年
東
京
都
条
例
第
五
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
者

か
ら
徴
収
す
る
労
政
会
館
施
設
使
用
料
の
徴
収
の
事
務
に
つ
い
て
は
、

地
方
自
治
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
六
年
政
令

第
十
二
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
に
よ
る

改
正
前
の
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）

第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
委

託
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
六
年
四
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

委
託
し
た
相
手
方

㈠

名
称

株
式
会
社
富
士
保
安
警
備

㈡

所
在
地

墨
田
区
両
国
二
丁
目
十
六
番
五
号

二

委
託
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

委
託
施
設

東
京
都
南
部
労
政
会
館

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


